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ハ 不 ル

発
し
た

村
落
間
の

山

争
い

・

境
界
争
い

な
ど

に

決
着
を
つ

け
る

た

め
に

採

用
さ

れ
る

こ

と
が

多
か

っ

た
。

こ

の

時
期
に

鉄
火
裁

判
に

よ
っ

て

確
定
さ

れ
た

村
落
間
の

境
界
は

近
代
以
降
も

尊
重
さ

れ

続
け
て

い

る

例
が

ほ
と

ん

ど
で

あ
り

、

ま
た
鉄

火
を

握
る

こ

と

に

な
る

村
の

代
表
者
（
村
落
間
紛
争

の

犠
牲
者
）

は、

勝
利
し
た

場
合、

村
の

「

義
民
」

と

し
て

、

な
が

く
顕

彰
さ

れ
る

こ

と
と
な
っ

た
。

　
二

〇
〇
八
〜
二

〇

〇
九

年
に

現
地
調
査
を

実
施
し

た

結
果、

茨
城
県
つ

く
ば

み

ら
い

市
・

大
阪

府
泉
佐
野

市
。

栃
木
県
下
野
市

・

滋

賀
県
日

野

町
・

福
島
県
西
会

津
町
・

滋
賀
県

高
島
市
な

ど
、

全

国
各
地
に

鉄
火
裁
判

の

伝
承
が

残
さ
れ、

鉄
火
の

取
り
手
の

た
め

に

後
世
の

人
々

が

建
て

た

慰

霊
碑
も
少
な
か

ら
ず

現
存
し

て

い

る
こ

と

が

確
認
で

き

た
。

ほ

と
ん

ど

の

慰
霊

碑
は

近
代
以

降
に

子
孫
や

地
域
の

人
々

に

よ

っ

て

建
て

ら
れ
た

も

の

で

あ
る

が
、

こ

れ
ら
は

近

世
の

村
の

地
位
を

獲
得
し

た

功
労

者
と

史
実
の

存
在
が

近
代
に

再
認

識
さ

れ
た

も
の

と

評

価
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
し
か

し
、

史
料
か

ら

確
認
で

き

る
現
実
の

鉄
火

裁
判
で

は
、

当
事
者
た

ち

が

勝

敗
に

つ

い

て

合
理

的
な

解
釈
を
加
え
て

い

る

事
例
が

多
く、

場
合

に

よ
っ

て

は
鉄
火

裁
判
自
体
が

神
明

裁
判
と

い

う
よ

り
も
度
胸

試
し
に

な

っ

て

い

る

事
例
も
見
え
る

。

ま

た、

当
時
か

ら

闇
雲
に

鉄
火
裁
判
が
採
用

さ
れ

た

わ
け
で

は
な

く、

ま

ず
地

域

的
な

紛
争
調
停
シ

ス

テ
ム

が

作
動

し
、

そ
れ
が
破

綻
し
た

場
合

、

鉄
火
裁
判
に

移
行

す
る

傾
向
に

あ
る

。

こ

こ

か

ら
、

神
明
裁

判
と
は
い

え
、

鉄
火
裁

判
に

つ

い

て

は

当
時
の

人
々

の

素
朴
な

信
仰
心
だ
け
で

は

説
明
で

き

ず、

む

し
ろ

当
事
者
の

あ
い

だ
に

は

神
仏
の

権
威
を

利
用
し
よ

う
と

す
る

合
理

的
な

精
神
す
ら

見
出
す
こ

と
が

可
能
で

あ
る

。

　
と

く
に

注
目
さ
れ
る

の

は
、

鉄
火
の

取
り
手
に

対
す
る

村
の

処
遇
で

あ

る
。

誰
も

が

嫌
が
る、

こ

の

役
目
に

は、

“

村
の

扶
養
者
∬

を

人
身

御
供

と

し、

村
人
た

ち
が

彼
ら

弱
者
に

そ

の

役
割
を
押
し
付
け
て

い

た
形
跡
が

濃
厚
で

あ
る

。

た
だ
し、

そ
の

か

わ

り
に

鉄
火
の

取
り

手
に

対
し
て

は
、

村
が

二

代
に

わ
た

っ

て

公

事
を

免
許
し
た

り、

勝
利
し

た

場
合
に

は

田

地

を

給
与
す
る

な
ど

の

手
厚
い

補
償
措
置
が

と

ら

れ

て

い

た
。

鉄
火
を

取
る

と

火
傷
で

重
い

障
害
を
負
い
、

農

作
業
が

不

可
能
に

な
る

こ

と

か

ら
、

場

合
に

よ

っ

て

は
、

鉄
火
の

取
り
手

自
身
が
六

代
に

わ
た
る

補
償
を

村
に

求

め

る

と

い

う

事
例
す
ら

見
え
る

。

　
以
上
の

よ

う
に、

中
世

〜
近
世

移
行
期
の

鉄
火

裁
判
の

背
後
に

は、

村

の

存
続
の

た

め
の

様
々

な

配
慮
が

あ
っ

た
こ

と

が

う
か

が

え
る

。

鉄
火
裁

判
の

伝
説
が

近

代
に

い

た

る

ま
で

語
り
継
が

れ
、

鉄
火
犠
牲
者
に

対
す
る

慰
霊

顕
彰
行
為
が

長
く

存
続
し
た

背
景
に

は、

こ

う
し
た

近
世
以
降
の

地

域

社
会
の

自
律

的
な

動
き

が

あ
っ

た

も
の

と

考
え
ら

れ
る
。

近
代
国
民
国

家
期
の

戦
争
死

者
慰
霊

祭
祀
の

問
題
を
考
え
よ

う
と

す
る

と

き

も
、

以
上

に

述
べ

た
よ

う
な、

地
域
の

た

め

に

犠
牲
に

な
っ

た

者
を

地
域
社
会
と

し

て

慰
霊

顕
彰
す
る、

近

世
村
落
社
会
に

お

け
る

伝
統
を

踏
ま

え

る

必
要
が

あ
る
だ
ろ

う
。

近
世
武
士

社
会
に

お

け

る

慰
霊
顕
彰

森

謙

　
二

　

福
島
県
伊

達
市
月
舘
町
で

「

大
位
牌
」

な
る

も
の

を
見
た

。

三

池
・

立

花
家
が

下
手

渡
藩
に

転
封
さ

れ
た
と

き
、

三

池
か

ら

運
ば
れ

て

き

た

と

い
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う
。

こ

の

「

大
位
牌
」

に

は
、

薩
摩
に

攻
め
ら
れ

て

高
橋
紹
運
が

岩
屋
で

籠
城
し

全
滅
を
し

た
時
の

戦
死
者
の

名
前
に

始
ま

り
、

島
原
の

乱
に

い

た

る

戦
死
者
の

名
前
が
ぎ
っ

し

り

と

刻
ま

れ

て

い

た
。

私
の

問
題
関
心
は、

　
「

大
位

牌
」

に

端
を
発
し

た
も
の

で

あ

る
。

こ

れ
ま
で

、

封
建
領
主
と

家

臣
と

の

主

従
契
約
で

は
、

主

君
は

手

柄
を
た

て

た

家
臣
に

は

恩

賞
〔
土

地）

を

与
え
そ

の

功
に

報
い

た
。

戦
死
者
を
主
君
が

祭
る

と

い

う
発
想
は

な
か
っ

た、

と

考
え

て

い

た
。

し
か

し
、

現
実
に

は
主

君
が

戦
死
を
し

た

家
臣
を

祭
っ

て

い

た
。

も
っ

と

も、

中
世
か

ら

近
世
に

至
る

過

程
で

も
、

戦
死

者
を

祭
る

い

く
つ

か

の

方
法
が

あ
っ

た
。

た

と

え
ば

、

薩
摩
藩
は

「

朝
鮮
の

役
」

の

戦
死

者
を

敵
味
方
の

区
別
な

く

祀
っ

て

い

る

（

高
野

山）
。

ま
た

、

井
伊

家
・

彦
根
藩
で

は

歴
代
の

近
江
の

領
主
を

祀
っ

た

事

例
（

大

洞
弁
天

［

長
寿
院
こ

も

同
じ
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

慰

霊
は、

御
霊

信
仰
（

あ
る

い

は

怨
親
平

等
）

に

基
づ

く

祭
祀
で

あ
り
、

怨
霊
・

御

霊
を
鎮
め

る

役
割
を

果
た
し
て

い

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

近
世
に

な

る
と

、

こ

の

よ

う
な

慰

霊
と

は

異
な
っ

た

形

態
が

登

場
す

る
。

井
伊
家

・

彦

根
藩
で

は
大
阪
の

陣
の

戦
死

者
を

祀
っ

た

事
例
（
彦

根

市、

清
涼
寺）
、

佐
賀
・

鍋

島
藩
で

は

島
原
の

乱
の

戦
死

者
を

祭
る
と

同

時
に、

殉
死
者
を
鍋

島
家
の

菩
提
寺
（

佐
賀
市

、

高

傳
禅
寺）

で

祭
っ

て

い

る

事
例
が

見
い

だ

さ

れ
る

。

殉
死
者
を

祭
る

と

い

う
の

は
、

寛
文
三

（

＝
ハ

六
三
）

年
に

殉
死
の

禁
止

令
が

で

き

る

こ

と

か

ら
考
え

て

も
］

七

世
紀
前
半
に

行
わ
れ

た
慰
霊
祭

祀
で

あ

ろ

う
。

柳
川
・

立
花
家
の

戦
死
者

祭
祀
は

、

「

岩
屋
の

戦
い
」

を
き

っ

か

け
に

し

た
も
の

だ
が

、

戦

死
者

祭

祀
が

特
定
の

戦
争
に

限
定
す
る

の

で

は

な

く
あ
る

種
の

普
遍
性
を

見
せ

る

よ

う
に

な

る
。

柳
川
・

立
花
家
で

は
、

 
明
和
六

年
藩
主
立

花
鑑

通
公

中

老
四

カ

所
藤
左
右
衛

門
に

命
じ

て

藩
祖
以

来
の

戦
死

者
（

大
永
六

年
三

月

道
雪
公
馬
ヶ

嶽
初
陣
か

ら

始
ま

り、

寛
永
卜

五

年
の

島
原
の

役
ま
で

の

戦

死

者）

を

書
き

出
し

た

（
明
和
七

年
六

月）
。

 
明
和
八

年
七

月
十
四

口、

戦

死
者
精
霊

菩

薩
の

た

め、

福

厳
寺
に

お

い

て

中
峰
施

餓
鬼

会
を
施

行

し
、

か

つ

「

戦
死

者
総
位
牌
」

を
安

置
し

た
。

 
こ

の

施
餓
鬼
会
で

は
、

侍
以
下
浪
人
足

軽
諸

扶
持
人

陪
臣、

侍
の

被

官
仲
間
従
僕、

町
村
よ

り

出

で

た

る
山

筒
人
夫
に

至
る

ま

で

全

員
を

供
養
し

た
。

 
そ

の

後
］

時
中
断

（

鑑
廣

・

鑑
備

公
の

時
代
）

す
る

が、

弘
化
三

年
七
月
復
活
「

蒙
山
施
餓

鬼
会
」

が

実
施
さ

れ、

当
時
の

六

代
組
頭
並
び
に

賛
成
し
た
遺
族
者
の

名

前
を

刻
ん

だ

額
を
福

厳
寺
（
柳
川）

に

掲
げ
た

。

本
報
告
の

中
心
と

な
る

立

花
家
の

戦
死

者
祭
祀
は、

十
七
世
紀

後
半
以
降
に

展
開
し
た

も
の

で

あ

ろ

う
。

 
明
治
四
〇

年
に

新
た
に

総

資
金
が
決
め
ら
れ、

家
臣
団
が

同
年

三

月
に

臨
時
施
餓
鬼
会
が

開
き、

そ

れ
以
降

毎
年
独
自
の

祭
祀
が

行
わ

れ

る

よ
う
に

な

る
。

 
現
在
で

も、

柳
川
・

立
花
家
で

は、

戦
死
者
供
養
が

七

月
十
五

口

（
盆）

に

行
わ
れ
て

い

る。

　

 
三

池
・

立

花
家
は
、

現
在
に

至
る
ま
で

毎
年
七
月
二

六
日
に

岩
屋

籠

城
の

戦
死

者
供
養
を
岩
屋
（
太
宰
府
市）

近
く
の

西
正
寺
に

お

い

て

行
っ

て

い

る
。

 
三

池
・

立

花
家
の

「

大
位
牌
」

に

は

「

巌
屋

　
紹
運
公

御
截

腹
之

時、

戦
死
之

士

数
及
七

百
餘
人

、

厥
節
忙
騒
乱
動
而
靡
記
竹
帛
（
ち

く
は

く）
、

己

後
経
五

十
年
屈

指
粗
考

出
聲
名
以

顕
然
簡
面

矣
」

と

記
載

さ

れ、

江

戸
時
代
の

初
め
、

岩
屋
籠
城
の

戦
死
者
の

氏
名
を

調
べ
、

こ

れ

を

掛
軸
に

し、

こ

の

掛
軸
が

「

大
位

牌
」

に

発
展
し
た

も
の

と

思
わ

れ

る
。

　
こ

の

よ

う
な

戦
死

者
祭

祀
は、

領
主

が
そ

の

恩
賞
と

し
て

獲

得
し

た

「

領
地
」

の
一

部
を

与
え
る

こ

と

が

で

き

な
く
な

り
、

〈

オ
イ

エ

〉

の

た

め

に

犠
牲
に

な
っ

て

死
亡
し

た

も
の

に

は

何
ら

か

の

形
で

顕
彰
を

す
る

必
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パ ネ ル

要
が

あ
っ

た
こ

と
、

そ

し

て

江
戸
時
代

初
期
の

朱
子

学
・

楠
公
思

想
の

影

響
の

下
で
、

行
わ

れ
る

よ

う
に

な

っ

た
と

思
わ
れ
る

。

ま

た
、

近

世
末
期

に

な
っ

て

く
る
と
、

人
（
戦
死
者）

を

神
と
し
て

祀
る
流
れ

も
登

場
す
る

。

柳
川
藩
の

事
例
で

も、

「

三

柱
神
社
」

（
文
政
九
年）

に

お

い

て

藩

椙
を

神

と
し

て

祭
り、

「

八
十
臣
神

社
」

（
文
政

十
一

年）

で

は

戦
死
者
を

祭
り、

「

招
魂

社
」

（
明
治
二

年
）

で

は

奥
羽
の

役
の

八

人

戦
の

死
者
を

祀
っ

て

い

る
。

こ

こ

で

も

新
た

な

祭
祀
が

加
わ
っ

た

こ

と
に

な
る

。

沖
縄
に

お

け

る

遺
骨
収
集
の

展
開
と

慰
霊

顕
彰

粟
　
津

　
賢
　
太

　
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
に

お

け

る

戦
没
者
は
約
二

四

〇
万
人
に

の

ぼ
る

と

い

わ

れ

る
。

戦
後、

国

家
事

業
と

し
て

遺
骨
収
集
が

行
わ
れ、
　
＝
一
四

万
五

千
程
の

遣
骨
が

送
還
さ

れ
て

い

る
。

し
か

し、

＝

五

万
五

千
程
は

未
収
骨
で

あ
る

。

「

鉄
の

暴
風
」

が

巻
き

起
こ

っ

た
と

表
現
さ

れ

る
こ

と

も
あ
る

、

国
内
唯
一

の

地
上

戦
が

行
わ

れ
た

沖
縄
で

は
、

わ
ず
か

三
ヵ

月

の

聞
に

二

〇
万
を
超
え
る

死
者
を

出
し

た
。

こ

れ
は

米
軍
の

艦
砲

射
撃、

爆

撃、

上

陸
戦、

掃
討

作
戦
に

よ

る

死
者
で

あ
り、

敵
味
方
両

陣
営
の

軍

人
・

軍
属
の

他、

民

間
人
の

犠
牲
者
で

あ
る

。

昭

和
三
一

（
一

九
五
六）

年
以

降
、

沖
縄
に

お

け
る

遺
骨
収
集
は

日

本
政
府
か

ら

琉
球
政
府
へ

の

委

託
事
業
と

な
り、

さ
ら
に、

昭
和
四
七

年
の

復
帰

後
は

、

琉
球

政
府
か

ら

県
生

活
福
祉
部
援
護

課
が

主
管、

身
元
判
明
の

遺

骨
・

遺
留
晶
は

厚
生

省

経
由
で

遺
族
へ

送
還
さ
れ
る

こ

と

と

な

っ

た
。

沖
縄
出
身
者
の

遺
骨
は

那

覇
市
識
名
に

設
け

ら
れ

た

中
央
納
骨
所
へ

納
め

ら
れ

た
．

遺
骨
収
集
作
業

に

は
、

多
く
の

組
織
や

団
体
が

関
わ

り、

ま
た

そ

う
し

た

協
力
が

必

要
で

あ
っ

た
。

市
町

村
当
局

、

各
部
落、

当
時
の

日

本
政
府
の

出
先
機
関
（

那

覇
日

本
政
府
南
方
連
絡
事
務
所）
、

沖
縄
遺
族

連
合
会、

沖
縄
戦
没
者
慰

霊

奉
賛
会

、

沖

縄
傷
痍
軍
人
会、

在
郷
戦
友
会、

海
友
会、

日

本
健

青
会

沖
縄
支
部

、

高

野
山
大

学
学
生
団
体、

日
本
遺
族
会
青
年

部、

口

本

青
年

遺
骨
収
集
団、

宗
教
団
体

、

北
海
道

沖
縄
戦
生
存

者
会、

英
霊
に

こ

た

え

る

会

等
の

連
携

・

協
力
が

あ
っ

た
。

　
現
在、

沖
縄
に

お

け
る

慰
霊
の

地
で

あ
る
摩
文
仁
の

丘

に

は、

巨
大
で

抽

象
的
な

オ

プ

ジ

エ

ク

ト

と

な

っ

た

都
道
府
県
の

記
念
碑
が

整
然
と

並

ん

で

い

る
。

こ

こ

に

は
平

和
の

礎
や
、

識
名
か

ら

移
さ

れ
た

国
立
戦
没
者
墓

苑
も

存
在
す

る
。

し
か

し
、

遺
骨
収
集
と

の

関
連
で

考
え

な
け
れ
ぼ
な

ら

な
い

の

は
、

よ

り
小
規

模
の、

市
町
村、

字
レ

ヴ
ェ

ル

に

あ
る

記
念
施
設

で

あ
る

。

　
日

本
の

他
の

都
道
府

県
に

お

け

る

こ

う
し

た

戦
没
者
記
念
施
設
は

、

そ

の

多
く
が

碑
の

形
態
を
と
っ

て

い

る

の

で

ほ

と

ん

ど

の

場
合
内
部
に

遺

骨

が

入
っ

て

い

な

い

こ

と

が

多
い

が
、

沖
縄
の

市
町
村
に

お

け

る

戦
没

者
記

念
施

設
の

場
合
は

遺
骨
が

収
め

て

あ
る

。

下
部
に

納
骨
施

設
を

持
つ
、

と

い

う
よ

り
も
、

納
骨
施
設
の

上

部
に

シ

ン

ボ
ル

が

置
か

れ

て

い

る、

と
表

現
し
た

方
が
よ

り
正
し
い

よ
う
な、

独
特
の

形

態
を
も

っ

て

い

る
。

　
中
南
部、

特
に

南
部
は

沖

縄
戦
の

最
後
の

激

戦
地
で

あ
り

、

多
く
の

部

隊
あ
る

い

は

村
が

全
滅
し
た

。

こ

こ

に

は

戦
後
す

ぐ
に

大
量
に

散
ら
ば
っ

て

い

た

遺
骨
を

、

地
域
住
民
が
一

箇
所
に

集
め、

と
む

ら
っ

た

記
念
施
設

が

多
く

建
設
さ

れ

て

い

る
。

ま
た、

米
兵
に

よ
る

盗

掘
を
避
け
る

た
め
、

上

部
に

十
字
架
の

シ

ン

ボ

ル

が
用
い

ら
れ

て

い

る

こ

と

も
、

初

期
の

場
合
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